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年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 0

0 1

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 1 1 1 年 分

分 1 年 27 17 2 年 分

分 1 年 26 3 2 年 分

分 1 年 19 2 2 年 分

67 分 2 年 5 8 2 年 分

分 2 年 6 6 2 年 分

55 分 2 年 12 11 2 年 70+4 分

分 1 年 17 10 2 年 分

47 分 2 年 8 7 2 年 分

47 分 2 年 15 13 2 年 HT 分

47 分 2 年 11 18 1 年 61 分

分 2 年 20 12 1 年 分

分 2 年 3 4 2 年 分

5 分 1 年 25 20 1 年 分 11

分 2 年 2 25 1 年 分

11 分 2 年 7 14 1 年 分 18

分 1 年 23 16 1 年 70+2 分 13

12 分 1 年 28 23 2 年 分

15 分 2 年 9 24 1 年 分

8 分 2 年 10 9 2 年 分 16

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分 3

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 11 0 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 小林　清訓令和７年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝 54

日  時 2026 2 7 13 ００ キックオフ 会  場 アスパ五色メイングラウンド

天  候 曇り 弱風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 0 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 田村　孝次 記  録 芝切　淳 平野　敦士 観 衆 486

主  審 小林　清訓 副審１ 藤田　和昭 副審２ 藤原　悠人 第４の審判員 游　光輝

 チーム名

0

前半

1

 チーム名 kick off

三田松聖高校 後半 報徳学園高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 岡田　 暖大ＥＩＳＥＮ 道 GK

DF 清井　 海晴1 石原　成潤 DF

DF 山下　 颯大1 西村　陸 DF

DF 高本　 浩丞倉垣　 颯斗 DF

DF 菅野　 颯磨大塩　 航汰 MF

MF 坂本　 琉壱 1能崎　 賢大 MF

MF 谷岡　 友歩 2 2＊井邊　 真将 MF

MF 近田　 亮真福田　 空海 MF

MF 多田 恵一朗清水　 真稀 FW

MF 西田　 颯大野辺 慎一郎 FW

FW 寺田　 愛大清田　 哲平 FW

GK 西元　大和酒井　 雄琉 GK

DF 堀切　　 宙石田　 隼大 DF

DF 萩原　 拓人細見　 悠日 DF

DF 高坂　 創哉豊島　　 萩 MF

MF 長田　 真輝1 吉村　 淳平 MF

MF 山口　悠斗牧山 丈一郎 MF

MF 宮野　聖矢池田　誠馬 MF

MF 大城　翔琉米原　 剛琉 FW

FW 辻　瑠空下村　 明輝 FW

3 3 0

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

3 2 5 56 警

事 由前半 後半 合 計 時 間

山下　颯大 ラフ

0 0 0

9 2 7 Ｇ Ｋ 5 3 8

3 3 0 Ｃ Ｋ 2 0 2

間接ＦＫ3 3 0

3 直接ＦＫ 5 5 105 2

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 1 10 0 0 Ｐ Ｋ

得
 
点
 
経
 
過

44 報徳学園 谷岡 PK 11 S

戦

評

[備 考]

戦評者

三田松聖風下の中、両チーム1-3-4-2-1のフォーメーション、報徳のキックオフで試合開始。報徳はボールを握りポジションの入れ替わりを行い、マークの

ズレを生じさせて攻撃する。対して三田松聖は、集中した守備を行った後、ロングボールやロングスローを駆使しながらオフェンス陣のボールキープをスイッ

チとして攻撃を行う。３５分、報徳１１番谷岡がドリブル突破からシュートを行ったが、ボールは惜しくも枠外に飛んだ。結果、0-0のまま前半を終えること

となった。後半に入り、報徳は４４分、裏への抜け出しから１１番谷岡がPAでボールを受け、突破を仕掛けた際に倒されてPKを獲得。そのまま１１番谷岡が

PKをゴール左下隅に冷静に沈めた。失点した三田松聖は、一気に３人の選手を替え、流れを変えに出た。すると、オープンな展開となったことで前向きに

ボールを受ける選手が多くなり、交代で入った７番吉村のドリブル突破などから徐々にチャンスを演出。しかし、報徳のディフェンスが得点を許さない。得点

したい三田松聖は６７分に２６番西村を前線に上げたり、GK1番のEISENも参加してのコーナーキックを試みたりしたが、得点することはできず、結果1-0

のまま報徳の勝利となった。報徳の決勝での健闘を祈る。

所属／名前 【　洲本／北井　僚　】 【　伊丹西／吉次　匠　】


